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■ 背景 

吉野町は、将来の人口減少社会を見越し、若い世代が本町を子育ての場所として選び、自ら吉野

の良さを発信してもらえるまちづくりを進めるため、教育環境の魅力を高める施策として、「吉野

町に適した小中一貫教育の推進」を吉野町教育大綱及び教育振興基本計画において掲げている。 

吉野町に適した小中一貫教育の在り方を具体的に議論するにあたり、あらたに施設検討部会を設

置し、検討を行うこととした。 

■ 検討の経過 

（１）検討体制 

地域住民、教育現場、教育行政及び町長部局など、様々な視点から実践的な課題等への対応を検

討するため、教育委員会の諮問機関である吉野町教育振興審議会内に施設検討部会を設置し、8回に

わたって部会を開催。吉野町に適した小中一貫教育の在り方をまとめ、町長、教育長に、提言。 
 

吉野町教育振興審議会 施設検討部会 構成員 

小中学校ＰＴＡ会長、こども園育友会長、区長連合会会長、学校評議員代表、大学教員、前教育長、

教育委員会事務局、小中学校教頭、こども園園長、吉野町副町長、吉野町参事 計 20 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１，２，４，５回の検討部会ではワークショップを開催。吉野町における理想の教育や目指す

べき方向性、それを支える環境等について意見交換を行った。 
 

（ワークショップ議題テーマ） 

第1回「どんな子供に育ってほしいのか・その理由」 
第2回「理想像を実現するため、どのような教育環境が必要か」 
第4回「小中一貫；義務教育9年間をつなげるために」 
第5回「吉野町に適した小中一貫教育の在り方を提言するにあたって大切にしたいキイ・ワード」 
 
そのほか、施設検討部会では、保護者アンケートの意見等を踏まえ、現在吉野町に設置されてい

る認定こども園２園、小学校２校、中学校１校において、「吉野町に適した小中一貫教育の在り方

について考える懇談会」を実施。本会の趣旨は、小中一貫教育推進への方向性を教育長自らが語る

ことによる保護者や教職員、地域との共通理解の醸成や当事者からの率直な意見等の収集である。 
 

併せて、先進事例を視察。 

①高知県梼原町立梼原小学校・梼原中学校、②愛知県飛島村立飛島小学校・飛島中学校、③広島県呉市教育委員会 

 

（２）小中一貫教育を進める環境の検討 

  教育委員会事務局において、既存の園・小・中学校における取組や現状の分析を行い、今後の

小中一貫教育を進める上の課題を整理し、検討部会に提示。 

（上）ワークショップでの検討過程 
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■ 「吉野町の小中一貫教育の在り方」提言書 

（１）吉野町の義務教育で育てたい理想の子供像 

吉野町の学校教育に小中一貫教育を導入する意義が明確にすべく、吉野町に適した小中一貫教育

の基本的な考え方を整理。義務教育９年間で育てる「理想の子供像」を提示。 

 
 「９年間の一貫した義務教育によって、自らの可能性を引き出す確かな学力・豊かな人間性・た
くましい心身を備え、ふるさと吉野で育ったことを心の糧に、夢と希望を実現する志の下、自信と
誇りをもって力強く生き抜く子供」 
 

（２）吉野町に適した小中一貫教育の効果を引き出す教育環境 

「４つの視点」（①制度の形態、②学年段階の区切り、③教育課程とマネジメント体制、④施設の

形態）から吉野町に適した小中一貫教育の在り方、またその効果を引き出すために必要な教育環境

について検討。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）吉野町の小中一貫教育に適した施設環境 

 小中一貫教育校の施設形態である「施設一体型」・「施設隣接型」・「施設分離型」それぞれの利点

と課題を整理し、本町に適した施設形態として「施設一体型」を提案。 
 

（４）実現に向けた施設整備の方向性 

既存施設の有効活用の観点から、既存の小・中学校３校のうち、いずれかの施設を一体的に整備

することを前提として、既存の３校の現況を整理。想定される施設設置ケースについても検討。 

(左) ワークショップやアンケート等を踏

まえ、検討された今後の吉野町の教育環境

おける課題と解決方策  

吉野小学校 吉野北小学校 吉野中学校 

＜現在吉野町に設置されている小・中学校＞ 


